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 ご意見の要旨 市の考え方 

○職員動員について 

１ 

職員の配備基準の表に各見出しがないため、項

目ごとにどのような内容かが理解できない。 

ご指摘のとおり項目ごとの内容を各表の冒

頭に記載することで理解しやすくなるた

め、修正します。 

２ 

区ごとに参集職員数の差が出る可能性が考えら

れるが、なにか対策はあるか。 

本市では、居住地に応じて職員の参集場所

を定めています。一方、区ごとに参集職員

数の差ができるだけ発生しないよう毎年区

に参集する職員の調整を図っています。 

○所管業務について 

３ 業務大綱と各項目の主担当との関係性はどのよ

うなものか。 

業務大綱には各部局等が主担として実施す

る業務を記載し、各項目には関係する部局

も記載しています。 

災害時には１つの部局で対応できない事象

も発生することから必要に応じて部局間の

連携を図っていきます。 

○南海トラフ地震について 

４ 南海トラフ地震と南海トラフ巨大地震の違いは

なにか。 

南海トラフを震源とする地震を「南海トラ

フ地震」と表現し、想定される最大クラス

の南海トラフ地震を「南海トラフ巨大地震」

と表現しています。 

○地区防災計画について 

５ 市は、地区防災計画策定に資するガイドライン

を作成・周知し、そのガイドラインを適宜改訂し

ていく必要がある。 

本市では、地区防災計画作成の手引きを作

成しており、実情に合わせて適宜改訂を予

定しています。 

○自助・共助について 

６ 自助・共助が促進されるための支援を進めてほ

しい。 

災害による被害を最小限にとどめるために

は、公助に加え、自助・共助による防災活

動を推進し、社会全体で防災意識を醸成さ

せていくことが重要です。本市では、出前

講座や避難訓練を通して自助・共助の取組

みへの支援を進めております。 

○市等が管理する施設について 

７ 下水処理場及びポンプ場の被害想定について、

「未設定」のみでは理解しにくいのではないか。 

ご意見を踏まえ、修正を行います。 

８ 水門や防潮扉等は内水排除施設ではなく外水排 津波や高潮の浸水を防ぐための施設である
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除施設なのか。 ため、外水排除施設としています。 

○ハザードマップについて 

９ 内水ハザードマップを見直す予定はあるのか。 浸水被害の解消・軽減に大きな効果が期待

できる大規模施設（ポンプ場など）の完成

にあわせて見直す予定です。 

○要配慮者対策について 

10 防災と福祉の連携による支援の対象は高齢者の

みか。 

高齢者のみならず、障害者等を含めた避難

行動要支援者を対象としていますので、ご

意見を踏まえ、修正します。 

11 グループホームに居住する障害者も避難行動要

支援者名簿に掲載する必要があると考えます。 

避難行動要支援者名簿については、本市で

は、全ての避難行動要支援対象者を記載し

た「避難行動要支援者リスト」をもとに、

個人情報を地域へ提供することに同意した

対象者のみを登載した「避難行動要支援者

一覧表」を作成しています。現在、避難行

動要支援者調査の対象外となっている方の

一覧表への登載については、関係者の方々

のご意見などを参考にしながら検討してい

きます。 

12 福祉避難所が稼働できるような対策を講じてく

ださい。 

小中学校等の一般の指定避難所での避難生

活が困難となる障害者等の要配慮者の良好

な避難生活を確保するため、福祉避難所の

開設・運営に係るマニュアルの整備に取り

組むとともに、災害対策基本法に基づく福

祉避難所の指定を進めていきます。 

13 災害時における臨時保育等には発達支援センタ

ーに通う障害児や放課後等デイサービスに通う

障害児のことも含まれているか。 

臨時保育は、こども園等における通常保育

が再開するまでの間に臨時に実施するもの

です。障害の有無に関わらず、保育の必要

性が認められる児童であれば保育の対象に

なります。 

○防疫について 

14 感染症対策と防疫とはどのような違いがあるの

か。 

防疫とは感染症等の発生を予防することで

あり、同様の意味で使用しています。 

○応急住宅について 

15 応急住宅対策の項目で、文言が変わっている部

分があるが、これは制度の変更によるものか。 

内閣府や大阪府が使用している表記への整

合を図るものであり、制度等を変更したも

のではありません。 

○多言語支援センターについて 
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16 台風接近時に多言語支援センターを設置すると

いうことか。大規模な災害が発生したとき等の

文言の追記は必要ないか。 

ご意見のとおり、大規模な被害が発生した

場合に開設するので、「大規模な被害が発生

した場合は、必要に応じて」という文言に

修正します。 


